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浄土ヶ浜（岩手県）

浄土ヶ浜は三陸復興国立公園内にあ
る三陸地方有数の景勝地。独特な景
観を織りなす岩々は、約5,200万年
前の古第三紀に形成されたもので、
天和年間の宮古山常安寺・霊鏡和尚
が「さながら極楽浄土のごとし」と
賞したことが地名の由来とされてい
ます。初日の出の名所としても知ら
れ、元旦には大勢の人が今や遅しと
ご来光を見守ります。
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
今
年
の
業
務
運
営
に
関
す
る
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　

一
昨
年
10
月
の
審
査
事
務
集
約
か
ら
１
年
余
を
経
て
、
新
生
支
払
基
金
は
本
格
稼
働
を
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

改
革
に
よ
り
定
員
削
減
が
始
ま
っ
て
以
来
、
低
下
を
続
け
て
い
た
１
万
点
当
た
り
の
原
審
査
査
定
点
数
が
令
和
５
年

度
に
入
っ
て
６
年
ぶ
り
に
反
転
、
上
昇
に
転
じ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
指
標
で
審
査
実
績
が
向
上

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
何
よ
り
も
職
員
が
転
勤
等
の
負
担
に
も
関
わ
ら
ず
頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

本
部
と
地
方
組
織
が
一
緒
に
毎
月
各
拠
点
の
審
査
実
績
の
分
析
や
対
策
を
検
討
・
確
認
す
る
と
い
う
取
組
を
進
め
て

き
た
こ
と
等
に
よ
る
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
職
員
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
と
、
審
査
委
員
、
関

係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

審
査
結
果
の
差
異
解
消
に
つ
い
て
も
、
昨
年
１
月
か
ら
始
め
た
複
数
の
都
道
府
県
の
審
査
事
務
の
担
当
に
よ
り
、
職
員
か
ら
１
２
０
０
を
超
え
る
差
異
事
例
の

申
出
が
あ
り
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
の
検
討
も
始
ま
っ
て
お
り
、
新
た
な
ブ
ロ
ッ
ク
取
決
も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
本
格
稼
働
を
し
始
め
た
新
組
織
を
、
様
々
な
状
況
変
化
に
も
耐
え
る
、
そ
し
て
、
継
続
的
に
審
査
実
績
の
向
上
や
審
査
結
果
の
差
異
解
消
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
「
安
定
稼
働
」
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
定
稼
働
の
実
現
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
財
政
や
人
材
の
基
盤
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
財
政
面
で
は
、
中
期
的
に
安
定
的
な
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
令
和
６

年
度
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
災
害
等
の
一
定
の
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
財
政
安
定
化
預
金
を
設
置
す
る
方
針
で
す
。
人
材
面
で
は
、
職
員
個
々
の
希

望
や
適
性
等
に
応
じ
て
、
職
員
の
自
己
研
鑽
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
喚
起
で
き
る
人
材
育
成
の
仕
組
み
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

持
続
可
能
な
人
事
戦
略
と
し
て
、
安
定
的
な
新
規
採
用
と
60
代
前
半
の
雇
用
の
充
実
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

併
せ
て
、
安
定
稼
働
に
向
け
、
二
つ
の
業
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
は
、「
紙
レ
セ
プ
ト
に
実
質
的
終
止
符
を
打
つ
」
こ
と
で
す
。
令
和
３
年
10
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
始
ま
っ
て
以
来
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
も
連
動

し
て
進
み
、
直
近
で
は
紙
レ
せ
プ
ト
も
74
万
件
と
当
時
か
ら
約
４
割
減
っ
て
い
ま
す
。
４
月
に
は
媒
体
請
求
医
療
機
関
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
義
務
化
さ
れ
、

支
払
基
金
も
医
療
機
関
や
保
険
者
に
対
す
る
請
求
支
払
帳
票
を
電
子
化
し
ま
す
。
６
月
に
は
訪
問
看
護
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
始
ま
り
、
10
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
医
療
機
関
の
返
戻
再
請
求
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
最
終
的
に
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
医
療
機
関
に
対
す
る
紙
出
力
し
た
レ
セ
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プ
ト
の
返
戻
を
廃
止
し
ま
す
。
支
払
基
金
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
を
活
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
し
た
医
療
機
関
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

を
積
極
的
に
促
す
等
、
今
年
中
に
、
実
質
的
に
紙
レ
セ
プ
ト
を
無
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
二
は
、「
再
審
査
事
務
の
抜
本
的
な
見
直
し
」
で
す
。
昨
年
４
月
か
ら
保
険
者
の
再
審
査
請
求
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
再
審
査
件

数
が
急
増
し
て
お
り
、
昨
年
７
月
に
は
遂
に
１
０
０
万
件
を
突
破
し
、
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
等
の
業
務
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
原
審
通
り
が
多
い
保
険

者
に
改
善
を
促
す
、
可
能
な
も
の
は
写
し
レ
セ
プ
ト
で
処
理
を
す
る
、
職
員
が
処
理
で
き
る
事
務
付
託
を
増
や
す
等
、
再
審
査
事
務
の
思
い
切
っ
た
効
率
化
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
数
料
の
更
な
る
階
層
化
に
当
た
っ
て
は
「
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
手
数
料
」
と
い
う
観
点
か
ら
再
審
査
を
ど
う
評
価
す
る
か
の
検
討
が

不
可
避
で
す
。
ま
た
、
抜
本
的
に
は
、
国
保
と
の
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
を
進
め
る
中
で
、
現
在
の
紙
を
前
提
と
し
た
再
審
査
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
年
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
秋
に
は
「
保
険
証
の
廃
止
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
以
降
、医
療
扶
助
、訪
問
診
療
・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
柔
道
整
復
等
の
施
術
所
、訪
問
看
護
、

職
域
診
療
所
と
、
順
次
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
始
ま
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
用
途
拡
大
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
信
頼
回
復
に
向
け
、
新
規

資
格
の
住
民
基
本
台
帳
情
報
と
の
全
件
突
合
等
正
確
な
資
格
情
報
の
登
録
や
、
医
療
機
関
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
で
き
な
い
場
合
の
不
詳
レ
セ
プ
ト
へ
の
対

応
等
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
柱
で
あ
る
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
、
共
通
算
定
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
や
、
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
中
核
と
な
る
電

子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
も
本
格
化
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
支
払
基
金
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
関
連
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用
主
体
と
し
て
、
抜
本
的
な
改
組
の
方
針
が
決
ま
る
年
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
支
払
基
金
は
審
査
支
払
機
能
を
担
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
回
線
や
各
種
マ
ス
タ
ー
等
の
イ
ン
フ
ラ
が
活
用
で
き
、
薬
剤
情

報
や
診
療
情
報
と
い
っ
た
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
も
迅
速
に
提
供
で
き
ま
す
。
医
療
Ｄ
Ｘ
の
基
盤
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
は
、
本
来
、
資
格
喪
失

後
受
診
等
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
の
返
戻
等
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
、
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
に
よ
っ
て
年
間
約
３
３
０
万
件
を
正
し
い
保
険
者
に
請
求
替
え
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
普
及
を
紙
レ
セ
プ
ト
の
削
減
と
い
っ
た
審
査
支
払
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
げ
、
ま
た
、
そ
の
効
率
化
に
よ
る
定
員
を
医
療
Ｄ
Ｘ
を
担

う
人
材
と
し
て
育
て
る
等
、
医
療
Ｄ
Ｘ
と
審
査
支
払
機
能
を
「
あ
ざ
な
え
る
縄
」
の
ご
と
く
、
緊
密
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
相
乗
効
果
を
引
き
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
組
織
の
安
定
稼
働
の
実
現
に
向
け
、
財
政
・
人
材
の
基
盤
を
築
き
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
組
織
を
画
く
大
事
な
年
と
な
り
ま
す
。
新
組
織
の
力
が
遺
憾
な

く
発
揮
で
き
る
よ
う
、
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
基
盤
を
築
く
た
め
、
職
員
、
審
査
委
員
、
ま
た
関
係
者
の
皆
様
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
こ
の
組
織
の

未
来
を
画
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
業
務
運
営
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
年
１
年
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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特集

　支払基金は、令和４年10月の審査事務集約から1年以上が経過しました。
　新生支払基金が審査結果の不合理な差異解消や更なる審査実績の向上を成し遂げるため、どのよう
に取り組んできたのか、職員がどのように変化してきたのか、これまでを数字で振り返ります。

325
異動手当

31
フレックスタイム

281
在宅勤務

10.4％
目視割合

41.5
手数料

0.49
再審査査定点数

25.7
原審査査定点数

1,823
支部取決統一事例

30
差異解消

1,159
職員把握差異事例

1,012
転勤

数字でみる
組織改革1年の成果
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　審査事務集約により、中核審査事務センター（６拠点）、地域審
査事務センター（４拠点）、審査事務センター分室（４拠点）を設
置し、それぞれの審査事務拠点に職員を集約しました。この組織改
革により、地方組織の職員3,535人のうち1,012人が転勤しました。
　職員は、転勤による新たな居住環境や、長時間通勤、フレックス
タイムや在宅勤務等の新たな勤務環境のなかで、業務に邁進してい
ます。

　在宅勤務は、審査事務センター又は審査事務センター分室に勤務
し、片道の通勤時間が概ね80分を超える職員等について、各拠点
が指定する９日間/月のうち、職員が希望する実施日数及び実施日
を選択できます。令和４年11月から在宅勤務を開始し、令和５年
10月現在、実施人数は全国の審査事務を実施する職員1,984人のう
ち281人で、全体の14.2 %に当たる職員が実施しています。
　審査委員については、令和４年６月から在宅審査を開始し、10
月現在で、全国の審査委員4,618人のうち1,420人（全体の30.7%）
が実施しています。

　柔軟な働き方をサポートするため、フレックスタイム制を導入し
ました。
　長時間通勤等により在宅勤務を実施している職員281人のうち、
フレックスタイムを利用している職員は31人（11.0％）となっています。

　令和４年10月以降の異動によって、生活の本拠及び現住居から
の通勤が困難となり転居又は長時間通勤が片道100分以上となる場
合に、異動手当を支給しています。
　転勤した職員の32.1%に当たる325人の職員に支給しています。

地方組織の28.6％、被集約拠点の55.4％の職員が転勤しました

在宅勤務と事務所勤務を併せた柔軟な働き方を実現

新たな勤務時間制度としてフレックスタイム制を導入

異動手当の導入

1,012

281

31

325

勤務環境1

支払基金職員の女性の割合は53.2%
支払基金は女性職員が過半数を超えているため、在宅勤務やフレックスタ
イム制を導入することで、審査事務の経験豊富な職員が審査事務集約後も
勤務がしやすい環境となっています。
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　令和３年９月の審査支払新システムの稼働から、AIを活用し過
去の審査結果等を機械学習させることにより、人による審査を必要
とするレセプト（目視レセプト）とコンピュータチェックで完結す
るレセプトの振分機能を実装し、その精緻化を図っています。新シ
ステム稼働時には目視レセプトの割合はレセプト全体の20％でし
たが、査定・返戻の可能性の高いレセプトに厳選すること等により、
令和４年10月に16.9%に、令和５年10月には10.6％、更に同年12
月には10.4％へ絞り込み、医学的判断や専門的な判断が必要なレセ
プトに人的資源を投入し、審査実績を上げています。

　平成29年度の職員定員4,310人から、令和５年度は3,780人とし
530人の人員削減を行いコスト削減を行いました。
　その財源を活用して手数料の階層化を実現し、令和５年度には、
判断が明らかなレセプトを一般分のレセプト手数料71.6円から約
30円引き下げた手数料41.5円に設定しています。平成29
年度と比較すると、平均手数料は9.5円引き下げています。

目視割合の絞り込み

手数料の階層化を実現

4,310 4,280
4,207

4,113
4,046

3,926

3,780

67.80 
64.42 

61.57 60.05 60.03 60.22 
58.30 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
50.00

55.00

60.00

65.00

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600
（人）（円）

10.4

41.5

●審査支払手数料

●年度別審査支払手数料及び職員定員の推移

区分
基本手数料（税込）

令和５年度 平成29年度

医科
歯科分

一般分のレセプト 71.6
80.4

判断が明らかなレセプト 41.5

調剤分 35.2 40.2

（円）

※1　令和4年度以前は決算、令和5年度は予算である
※2　令和元年度は9月までは消費税8％、10月以降は10％相当分を含む
※3　職員定員は審査支払会計分である

業務の効率化2

手数料の階層化
令和５年４月審査分から、これまで「医科・歯科分」
と「調剤分」の２区分であった審査支払手数料の
区分に、新たな区分を設定することとし、医科・歯
科に係る電子レセプト分について、ＡＩを活用した
レセプト振分により、「一般分のレセプト」と「判
断が明らかなレセプト」の２区分を設定しました。
再診料と処方箋料だけで構成されるレセプトのよう
に、判断が明らかなものについては、「判断が明ら
かなレセプト」として、一般分のレセプト手数料と
は別に、より安価な手数料を設定しています。
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　原審査請求１万点当たりの原審査査定点数については、平成29年度
に定員削減が始まって以来低下傾向にあった査定点数が６年ぶりに上昇
に転じ、令和５年９月には25.7点となりました。医療費ベースで、令和
５年度の査定額は44億円増加する見込みです。

　原審査目視レセプト請求１万点当
たり原審査時にコンピュータチェッ
クを解除した分の再審査査定点数が
令和３年度実績から半減しました。
　職員が、コンピュータチェックが
貼付された医薬品、診療行為等の確
実な確認を行うことで、再審査にな
ることなく原審査で完結することに
なります。

目視レセプト１万点当たり査定点数の向上

コンピュータチェック解除分の再審査査定点数が半減

26.4 26.4 26.3 26.4
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25.7
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22.0
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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

（単位：点）         

原審査【令和元年度】　　　　原審査【令和２年度】　　　　原審査【令和３年度】　　　　原審査【令和４年度】　　　　原審査【令和５年度】

25.7

0.49

●原審査請求1万点当たり原審査査定点数の推移【医科歯科計】

●原審査目視レセプト請求１万点
当たり原審査時CC解除分の再
審査査定点数

0.49点

（5年度前半）
実績値

（3年度）
実績値

0.93点

３年度実績から半減

審査実績の向上3

　審査実績の向上は、数値目標の設定やＡＩによるレセプト振分機能の実装により、審査委員や職員が直接見なけれ
ばならないレセプトに重点的な審査事務を行った効果が表れています。
　また、集約後の実績向上に向けた取組として、本部と地方組織が一体となり、審査実績の要因分析を踏まえた
「PDCAサイクル」及び「ブロック別幹部会議」による進捗管理を確実に実施しています。
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　令和３年３月に公表された「審査支払機能に関する改革工程表」に基
づき、従前の支部取決事項について、統一に向けた検討を進めてきまし
た。
　当初33,199あった支部取決事項は、令和４年10月までに同一の診療
行為等ごと適応や算定回数等の論点別に集約（重複整理）し、また、取
決の時期が古く現在の医療等に即さないものや取扱いが明らかにされて
いるもの等を削除（整合性整理）し、12,413事例に整理しました。
　この12,413事例について、医科10,978事例は本年10月末時点で残り
547事例（5.0％）を除き検討が終了し、全国又はブロック統一513事例、
削除9,918事例の状況となっています。また、歯科1,100事例は、令和４
年８月に全ての検討が終了し、全国統一1,009事例、削除91事例、調剤
335事例は、令和４年12月に全ての検討が終了し、統一301事例、削除
34事例となっており、医科・歯科・調剤合わせて1,823事例の統一が図
られました。
　未終了の医科547事例については、今後も引き続き検討を進め、令和
７年３月までには全ての検討を終了する予定としています。なお、検討
の一巡自体は、改革工程表で示された期限（令和６年４月）よりも９か
月早く、本年７月に終了しています。

支部取決統一事例

335（100.0％）

1,100（100.0％）

10,431（95.0％）

0 4,000 8,000

医科
10,978
事例

歯科
1,100
事例

調剤
335
事例

検討終了している支部取決事項は、医科は95.0%、歯科及び調剤は100.0%である。

11,000

検討終了
未終了

9,918事例が削除
1,009事例が全国統一

91事例が削除

34事例が削除

301事例が全国統一

513事例が全国又はブロック統一

547
（5.0％）

1,823

●重複・整合性の整理

●審査取決事項の整理状況（令和5年10月末時点）

支部取決事項数（取決数） 重複整理後（事例数） 整合性整理後（事例数）

医　科 26,487 14,045 10,978

歯　科 6,246 1,100 1,100

調　剤 466 335 335

合　計 33,199 15,480 12,413

審査結果の差異　解消の取組①　
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　令和5年1月から、職員の出身都道府県と出身都道府県以外のレ
セプトを一部交換することによる複数都道府県のレセプト審査事務
を開始しました。
　複数都道府県のレセプト審査事務により、職員は、審査結果に差
異のある事例を早期に把握することができ、10月末時点において、
その数は1,159事例です。
　この1,159事例は、あくまでも、個々の職員が複数都道府県レセ
プト間の審査結果（一方は査定・一方は請求どおり）の違いのみを
把握したものであるため、検討すべき不合理な差異か否かについて、
診療科別WG座長（審査委員）等による内容確認を行うこととして
おり、10月末時点で、うち、197事例を検討対象と整理しています。
また、この197事例のうち、113事例について検討を開始し、うち、
38事例について検討を終了しています。検討が終了した38事例の
うち、ブロック統一とされた事例は25事例です。

職員が把握した差異事例

1,159

●職員が把握した審査結果に差異のある事例数の状況（令和5年1月～10月処理の累計）

ブロック 職員が把握した
差異事例数 検討対象 検討開始 検討終了 統一事例

東　北 176 9 3 1 1

関　東 182 28 11 0 0

中　部 393 63 48 29 19

近　畿 173 48 31 2 2

中四国 107 12 7 3 2

九　州 128 37 13 3 1

計 1,159 197 113 38 25

【令和5年10月末時点】

審査結果の差異　解消の取組①　4

「審査支払機能に関する改革工程表」の詳細は支払基金HPをご覧ください
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　初回の検証後レポート公表後、差異が確認された事例について、
フォローアップ対象都道府県は６か月後に「改善状況の早期確認」
を実施し、その後、「１年後の改善状況の検証」を実施しました。
　支払基金ホームページに掲載している「審査の一般的な取扱い」・
「審査情報提供事例」の173事例のうち、差異が確認されフォロー
アップ対象となった48事例について、１年後検証で30事例（早期
確認で改善が見られた13事例含む）の差異が解消されました。
　引き続き、フォローアップ対象となる18事例については、差異
の解消に向けてPDCAの取組を実施のうえ地方組織で当月確認を
徹底し、再検証することとしており、本部と地方組織で連携しなが
ら、差異解消に努めていきます。

可視化レポートの差異が確認された48事例を
1年後検証で30事例の差異が解消

30

●「審査の一般的な取扱い」・「審査情報提供事例」に係る可視化レポート（医科・歯科）【令和5年11月６日時点】

48

73

125

121 48

4

検証対象

検証後レポート
要フォローアップ

差異あり

フォローアップ不要

差異なし事例・少数事例

検証前レポート
（検証中）

検証不要

掲載事例数

審査結果の差異　解消の取組②　

１年後検証後 
要フォローアップ

差異あり

18

差異なし事例・少数事例

30

差異解消事例

173
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　審査の差異の可視化レポートについては、「審査事務集約化計画工程表」等において示され、支払基
金で統一した審査基準に対する審査結果やコンピュータチェック付箋の処理結果等から差異の見える化
を図るとともに、検証の結果、「支払基金における審査の一般的な取扱い」等において、見える化され
た差異が不合理な差異である場合は、支払基金自らがその解消に取り組んでいます。
　なお、レポーティングは、検証前レポートとして公表し、検証後は検証事例に対する評価・対応状況
等の解説を添えて支払基金ホームページにそれぞれ公表しています。

　可視化レポートの対象は、ＡＩによるレセプト振分機能で「目視対象」となったレセプトで、下記の
事例に該当するレセプトとなります。
　⑴　支払基金における審査の一般的な取扱い事例
　⑵　審査情報提供事例
　⑶　多くの付箋がつくコンピュータチェック事例
　⑷　保険者からの再審査請求や指摘のあった都道府県間の差異に関する事例

　可視化レポートの対象とする条件としては、審査上の取扱いを「認めない」とする事例を優先し、条
件に該当するレセプトが１年間に2,000件以上となる事例となります。
　なお、少数事例※はレポート対象外（検証不要）となります。

※少数事例

 ・取扱いと異なる件数が全国で年間10件未満の事例

 ・「取扱いと異なる件数が年間100件未満かつ取扱いと異なる件数割合が１割未満の都道府県」又は「取扱いと異

なる件数が都道府県別少数事例基準件数以下の都道府県」を除外した結果、検証対象となる都道府県がなくなった

事例

都道府県別少数事例件数とは、レセプト件数が最少の鳥取県に対する各都道府県のレセプト件数の比率を基に

した件数

例：鳥取 １件、高知 １件、・・・大阪 20件、東京 30件

審査結果の差異　解消の取組②　4

可視化レポートの詳細、レポートの見方は支払基金HPをご覧ください
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員
に
な
っ
て
ま
だ
12
年
で
、

他
の
審
査
委
員
の
先
生
方
に
比
べ
る
と
審

査
委
員
歴
が
浅
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

お
互
い
を
尊
重
し

「
積
極
的
傾
聴
」で
コ
ミュニケ
ー
ション
を
図
る

吉よ
し

岡お
か 

二じ

郎ろ
う　

長
野
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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め
に
仕
事
を
見
直
し
た
り
も
し
て
い
ま
す

が
、
事
務
局
職
員
は
と
て
も
忙
し
く
働
い

て
い
る
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

高
崎
分
室
に
い
る
職
員
と
の
連
携
も
ス

ム
ー
ズ
で
、
全
く
問
題
な
く
で
き
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
よ
く
勉
強
し
て
い
る
し
、
ス

キ
ル
が
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
尊
重
し
合
っ
て
い
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
う
ま
く
図
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
職
員
と
審
査
委
員
も
、
積
極

的
傾
聴
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
休
日
の
過
ご
し
方

　

常
に
急
患
を
診
る
よ
う
な
診
療
領
域
な

だ
く
と
か
、
手
技
の
治
療
経
過
を
も
っ
と

分
か
り
や
す
く
書
い
て
い
た
だ
く
な
ど
の

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
審
査
委
員
長
と
い
う
役
目
の
中
で
の

や
り
が
い

　

審
査
の
本
質
は
、
適
正
な
審
査
が
な
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
重
要
で
す
の
で
、

適
正
な
審
査
が
で
き
る
よ
う
に
審
査
委
員
、

職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
、
審
査
結
果
の

不
合
理
な
差
異
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は

自
由
に
議
論
が
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
作

り
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
審
査
事
務
の
集
約
の
大
き
な
目

的
の
一
つ
は
、
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差

異
を
な
く
す
こ
と
で
す
。
我
々
は
そ
の
目

標
達
成
に
向
け
て
取
決
事
項
の
統
一
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
際
限
の
な
い
作
業
だ

と
毎
月
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
必
要
な
努
力
な
の
で
地
道
に
や
っ
て
い

く
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
審
査
結
果
の
不

合
理
な
差
異
解
消
が
今
の
支
払
基
金
の
重

要
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
審
査
事
務
集
約
の
感
想

　

長
野
支
部
職
員
の
６
割
く
ら
い
が
高
崎

分
室
へ
移
り
、
長
野
事
務
局
は
少
人
数
で

業
務
を
し
て
い
ま
す
。
業
務
効
率
化
の
た

当
時
は
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
審
査
委
員
に
な
る
ま
で
は
、
医
師

と
し
て
医
学
的
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る

だ
け
で
、
ど
う
い
う
仕
組
み
で
審
査
さ
れ

て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
自
分
達
の
診
療
行

為
が
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
知
ら
ず
に
い

た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
随

分
感
心
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
年
前
は
ま
だ
紙
レ
セ
プ
ト
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、

審
査
の
環
境
は
着
実
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　

医
師
は
常
に
「
診
療
の
質
の
向
上
」
の

た
め
最
新
の
医
療
の
進
歩
を
学
ぶ
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
そ
の
学
習
に
追

わ
れ
保
険
診
療
の
内
容
ま
で
思
い
が
至
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
初
期
臨
床
研

修
・
後
期
臨
床
研
修
期
間
内
に
保
険
診
療

の
実
態
を
学
び
、
更
に
は
専
門
医
更
新
時

に
も
再
学
習
す
る
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
循
環
器
内
科
が
専
門
な
の

で
、
複
雑
な
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
不
整
脈

の
カ
テ
ー
テ
ル
心
筋
焼
灼
術
な
ど
と
い
っ

た
難
し
い
治
療
の
症
状
詳
記
を
見
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
読
み
解
く
の
は
難
解

で
す
。
そ
の
た
め
、
医
療
機
関
側
に
は
、

医
療
器
材
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
し
て
い
た

の
で
、
夜
も
休
日
も
い
つ
で
も
す
ぐ
病
院

に
行
け
る
よ
う
な
生
活
を
こ
れ
ま
で
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
休
日
も
病
院
近

く
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
テ
ニ
ス
を
し
た
り
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
で
体
幹
を
鍛
え
た
り
、

水
泳
に
行
っ
た
り
と
、
仕
事
の
合
間
に
体

幹
を
き
た
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
し
た
。

病
院
の
常
勤
医
を
退
職
後
は
基
本
的
に
呼

出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
「
老
い
」

が
進
ん
で
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
が
き
て
い
ま
す

の
で
昔
の
よ
う
に
は
出
来
ま
せ
ん
。
数
日

休
暇
の
取
れ
る
と
き
は
「
日
本
の
歴
史
」

を
学
ぶ
小
旅
行
に
出
か
け
て
い
ま
す
。　

―
―
健
康
の
秘
訣

　

先
ず
私
が
健
康
と
い
え
る
か
疑
問
で
す

が
、
こ
こ
数
年
は
何
事
も
頑
張
り
過
ぎ
る

と
関
節
や
椎
体
を
痛
め
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
昔
痛
め
た
と
こ
ろ
に
も
不
具

合
が
で
て
き
ま
す
。
先
程
の
家
康
の
遺
訓

に
あ
る
よ
う
に
誠
に
「
及
ば
ざ
る
は
過
ぎ

た
る
よ
り
ま
さ
れ
り
」
で
す
。
食
事
も
同

じ
で
腹
八
分
が
肝
要
。
ま
た
、
加
齢
と
と

も
に
「
ヒ
ト
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
重
要
」

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
な
か

で
速
歩
や
階
段
昇
降
を
心
掛
け
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
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検索結果の表示方法

支払基金ホームページをご活用いただく際は、サイト内検索が大変便利です。
検索のコツなどを参考にしていただき、ぜひ、ご活用ください。

支払基金ホームページ　
サイト内検索のご案内

　ぜひ、
ご活用
ください

検索がうまくいかないときは、次の点を確認してください！
●キーワードに入力間違いがないか確認してみてください。
●同じ意味で短く簡単なキーワードや、一般的な言葉に置き換えて検索してみてください。
●キーワードが複数の場合は、キーワードを減らして検索してみてください。
●キーワードを増やしてみてください。
●検索結果が何もない、あるいは少ないときは、関連するキーワードをor演算子（“|”）を挿んで羅列して

みてください。ヒットしやすくなります。
例：再審査￨取下げ￨オンライン請求

●検索結果が多すぎるときは、関連するキーワードをand演算子（空白）を挿んで羅列してみてください。
検索結果を絞り込めます。
例：再審査 取下げ オンライン請求

🅐結果内再検索
検索後、さらにキーワードを入力し検索結
果の中から絞り込み検索をします。

🅑同義語拡張検索
送り仮名が異なる単語や略語など同じ意味
の単語を１つのキーワードで検索にヒットさ
せることができます。
例：「引越⇔引っ越し⇔引越し」　「子供⇔
子ども」

🅒添付ファイル
検索結果にエクセル、ワード、PDFを含む
か含まないかを選択します。

🅓絞込方法
検索結果に表示したいカテゴリ、除外した
いカテゴリの設定ができます。

（チェックが入っているカテゴリのみを表示
します。逆にチェックを外すと検索結果か
ら除外されます。）

🅔ソート
条件ごとに検索結果の並び替えをします。

🅕表示件数
１ページに表示する検索結果の数が設定
できます。

🅐 🅑

🅔 🅕
🅒

🅓

検索のコツ

こんな機能もあります！
・もっとも検索されている検索キーワードの上位
5件をランキング形式で掲載しています。

・検索キーワードを入力すると、関連するキー
ワードを前方一致・後方一致で自動予測して
候補として表示します。

キーワードもしくは空欄で検索
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に
向
け
て
検
討
を
行
い
、
差
異
解
消
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
委
員
会
事
務
局
は
、
地
域
の
最

前
線
の
現
場
と
し
て
、
保
険
者
等
の
窓

口
と
な
る
ほ
か
、
審
査
委
員
会
の
審
査

補
助
業
務
や
紙
レ
セ
プ
ト
の
受
付
、
審

査
事
務
、
適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
等
に

対
す
る
支
援
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）、
審
査

委
員
会
事
務
局
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
組

織
で
は
、
業
務
運
営
方
針
の
も
と
、
地

域
の
特
性
や
強
み
を
活
か
し
工
夫
し
な

が
ら
日
々
審
査
事
務
等
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

地
方
組
織
の
集
約
し
て
か
ら
の
取
組

状
況
、
課
題
な
ど
を
各
拠
点
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
と
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

交
え
て
随
時
掲
載
し
ま
す
。

　

第
一
回
目
と
な
る
今
月
号
で
は
、
審

査
委
員
会
事
務
局
の
中
で
は
規
模
の
大

き
な
兵
庫
審
査
委
員
会
事
務
局
（
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
）
の
、
集
約
し
て
か
ら
今
ま

で
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

支
払
基
金
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
審
査
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
と
審

査
結
果
の
不
合
理
な
差
異
の
解
消
を
進

め
る
た
め
、
本
部
を
中
心
と
し
た
全
国

統
一
的
な
業
務
実
施
体
制
へ
転
換
を
図

る
組
織
改
編
を
行
い
、
１
年
余
り
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

支
払
基
金
創
立
以
来
の
大
き
な
組
織

改
編
で
し
た
が
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
、

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）
と
審
査

委
員
会
事
務
局
各
々
に
お
い
て
、
役
割

に
応
じ
、
審
査
実
績
の
向
上
に
向
け
た

具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
、
審
査

の
質
の
充
実
を
図
る
た
め
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）
で
は
、

主
に
電
子
レ
セ
プ
ト
の
審
査
事
務
と
そ

の
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差
異
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
核
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す

る
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
は
、
職
員
が
複
数

の
都
道
府
県
の
審
査
事
務
を
担
当
す
る

こ
と
で
発
見
し
た
差
異
等
に
つ
い
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
審
査
の
取
扱
い
の
統
一

本部
全国を６つのブロックに分け、
本部によるガバナンス強化

九州
審査事務センター
（福岡）

中四国
審査事務センター
（広島）

近畿
審査事務センター
（大阪）

中部
審査事務センター
（愛知）

関東
審査事務センター
（東京）

東北
審査事務センター
（宮城）

九州ブロック内の中四国ブロック内の近畿ブロック内の中部ブロック内の関東ブロック内の東北ブロック内の

九州
審査事務
センター
熊本分室
（熊本）

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

中四国
審査事務
センター
米子分室
（鳥取）

北関東地域
審査事務
センター
高崎分室
（群馬）

四国地域
審査事務
センター
（香川）

北陸地域
審査事務
センター
（石川）

北海道
審査事務
センター
（北海道）

北関東地域
審査事務
センター
（埼玉）

東北
審査事務
センター
盛岡分室
（岩手）

（福岡、佐賀、長崎、
熊本、大分、宮崎、
鹿児島、沖縄）

（鳥取、島根、岡山、
広島、山口、徳島、
香川、愛媛、高知）

（滋賀、京都、大阪、
兵庫、奈良、和歌山）

（富山、石川、福井、
岐阜、静岡、愛知、
三重）

（茨城、栃木、群馬、
埼玉、千葉、東京、
神奈川、新潟、山梨、
長野）

（北海道、青森、岩手、
宮城、秋田、山形、
福島）

（宮城、山形、福島） （茨城、千葉、東京、
神奈川、山梨）

（岐阜、静岡、愛知、
三重）

（富山、石川、
福井）

（青森、岩手、
秋田）

（鳥取、島根） （熊本、鹿児島）

（北海道） （栃木、埼玉）

（群馬、新潟、
長野）

（徳島、香川、
愛媛、高知）

（滋賀、京都、大阪、
兵庫、奈良、和歌山）

（岡山、広島、山口） （福岡、佐賀、長崎、
大分、宮崎、沖縄）

審査事務センター・分室 中核審査事務センター

新連載・地方組織紹介

新
連
載「
地
方
組
織
紹
介
」
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私
た
ち
兵
庫
審
査
委
員
会
事
務
局
は
、

審
査
事
務
集
約
に
よ
り
10
課
23
係
体
制

か
ら
２
課
８
係
体
制
へ
縮
小
し
た
規
模

の
中
で
、
全
職
員
が
課
・
係
を
越
え
た

協
働
体
制
に
よ
り
審
査
委
員
会
運
営
と

請
求
支
払
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
規
模
は
縮
小
し
て
も
保
険
者
や
医

療
機
関
等
の
関
係
団
体
と
の
信
頼
関
係

維
持
の
た
め
、
地
域
の
窓
口
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
業
務
に
お
い
て
は
、
職
員
間

の
情
報
共
有
を
大
切
に
し
な
が
ら
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
声
を
か
け
あ
い
、
フ

ラ
ッ
ト
な
環
境
で
作
業
の
進
捗
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
集
約
を
機

会
に
、
業
務
の
効
率
化
や
属
人
化
解
消

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

集
約
か
ら
1
年
余
り
が
経
過
し
、
事

務
局
の
運
営
は
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な

も
の
で
は
な
く
、「
新
生
支
払
基
金
を
私

た
ち
が
創
る
の
だ
」
と
い
う
全
職
員
の

信
念
と
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
現
在

も
日
々
邁
進
中
で
す
。

事
務
局
の
職
員
に
聞
き
ま
し
た

―
―
集
約
直
後
の
課
題

　

人
員
の
急
激
な
減
少
に
伴
う
職
員
の

漠
然
と
し
た
不
安
感
や
限
ら
れ
た
人
員

で
期
限
ま
で
に
業
務
を
完
了
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
焦
燥
感
で
、
至
る
と
こ
ろ

で
悲
観
的
な
言
動
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
対
外
的
な
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
い

て
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
い

う
不
安
や
、
自
分
の
業
務
に
集
中
し
て

協
働
作
業
に
参
加
し
な
い
、
反
対
に
参

加
し
な
い
人
を
非
難
す
る
な
ど
、
職
員

間
も
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
面
識
が

な
い
人
と
急
に
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ

と
か
ら
戸
惑
い
や
遠
慮
が
あ
っ
た
り
、

時
差
出
勤
や
休
暇
な
ど
勤
務
状
況
が
全

体
共
有
で
き
な
か
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
ミ
ス
や
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

―
―
不
安
や
焦
り
を
解
消
し
、
安
定
し

た
業
務
処
理
を
行
う
た
め
の
対
策

　

ま
ず
は
、「
先
が
見
え
る
状
況
を
作

る
」
こ
と
を
考
え
、
課
・
係
を
越
え
た

協
働
作
業
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

個
々
の
仕
事
を
事
務
局
全
体
で
見
え
る

化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
協
働
作
業
の
一
つ
で
あ
る

医
療
機
関
等
へ
の
返
戻
発
送
業
務
の
進

捗
管
理
の
た
め
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
全
職
員
の
休
暇
予
定
・
時
差
出
勤

な
ど
の
出
勤
予
定
と
共
に
人
員
確
保
が

必
要
な
優
先
業
務
の
日
を
明
記
し
た

「
共
有
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
表
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
え
る
化
に
よ
り
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
全
体
を
把
握
す
る
（
で
き
る
）

よ
う
に
な
り
、
職
員
の
不
安
は
解
消
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
事
故
後
の
対
応
や
再
発
防
止
に
向

け
た
取
組

　

６
月
に
発
送
先
誤
り
の
事
故
が
発
生

し
た
時
、
我
々
係
長
は
「
人
数
、
作
業

日
程
に
も
制
限
が
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け

の
量
を
処
理
し
て
い
る
の
で
仕
方
が
な

い
の
で
は
な
い
か
。」
と
下
を
向
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
事
務
局
長
か
ら

「
全
国
が
同
じ
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
仕
事
を

し
て
い
る
。
自
分
た
ち
に
足
り
な
い
も

の
が
ま
だ
あ
る
は
ず
。
ま
た
以
前
か
ら

の
手
法
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
見

直
し
て
不
要
な
も
の
は
変
え
る
勇
気
と

捨
て
る
勇
気
を
持
と
う
。」
と
声
を
か

け
ら
れ
、
発
送
作
業
場
の
改
善
を
図
り

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
集
中
力
ア
ッ
プ
の
た

め
に
作
業
机
配
置
を
変
更
し
、
各
作
業

工
程
と
進
捗
を
一
覧
で
表
示
す
る
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
を
中
央
に
設
置
し
た
結
果
、

全
職
員
が
進
捗
状
況
を
把
握
し
な
が
ら

作
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
上
長
か
ら

の
指
示
待
ち
の
時
間
が
無
く
な
り
、
確

認
作
業
の
時
間
確
保
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

誤
り
は
素
直
に
認
め
、
真
の
原
因
を

究
明
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
見
逃

さ
な
い
た
め
の
仕
組
み
の
見
直
し
を
迅

速
に
実
行
す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
事
務
局
内
で
発

生
し
た
ミ
ス
や
事
故
は
全
職
員
で
共
有

し
て
同
様
の
事
故
を
防
止
し
、「
組
織

の
信
用
を
落
と
さ
な
い
」
と
い
う
心
構

新
生
支
払
基
金
を

私
た
ち
が
創
る

地方組織紹介

兵
庫
審
査
委
員
会
事
務
局

兵庫審査委員会事務局

16月刊基金 January 2024



―
―
最
後
に
、
事
務
局
長
か
ら
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
一
言

　

私
た
ち
兵
庫
事
務
局
職
員
は
、「
新

生
支
払
基
金
を
共
に
創
る
仲
間
」
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。
仕
事
に
は
厳
し
く
向
き
合

い
、
人
に
は
優
し
く
思
い
や
り
を
も
っ

て
接
す
る
働
き
方
で
、
関
係
者
の
皆
さ

ま
方
の
ご
期
待
に
添
え
る
支
払
基
金
の

一
員
と
し
て
新
時
代
を
築
い
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
話
を
聞
い
た
人
）

田
中
事
務
局
長
・
蔵
密
課
長
・
小
澤
課
長
・

只
重
係
長
・
芥
川
係
長
・
小
林
係
長
・

池
内
係
長
・
西
上
係
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
健
康
保

険
組
合
と
の
打
合
せ
会
を
対
面
で
開
催

し
ま
し
た
。
集
約
前
と
比
べ
る
と
企
画

に
携
わ
る
人
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
健

康
保
険
組
合
連
合
会
と
の
事
前
の
打
合

せ
を
念
入
り
に
行
う
こ
と
で
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
内
容
で
開
催
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
開
催
し
て
い
る
審
査
運

営
協
議
会
で
は
、
事
務
局
長
が
報
告
す

る
審
査
実
績
や
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
、

協
議
会
委
員
及
び
参
与
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
等
を
い
た
だ
き
、
事
務
局
の
運

営
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

外
部
団
体
の
着
眼
点
を
自
分
た
ち
の

事
業
運
営
と
結
び
付
け
て
考
え
る
力
や
、

関
係
団
体
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
た
め

の
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
次
世
代
の
管
理
職
を
育
成
す
る

た
め
の
取
組
と
し
て
、
係
長
が
審
査
運

営
協
議
会
に
同
席
し
、
支
払
基
金
の
審

査
実
績
や
事
業
運
営
に
関
す
る
説
明
、

協
議
会
委
員
相
互
に
よ
る
意
見
交
換
を

傍
聴
し
ま
す
。
傍
聴
後
は
自
身
の
気
づ

き
や
今
後
の
業
務
運
営
へ
の
活
か
し
方

な
ど
を
事
務
局
長
へ
報
告
し
ま
す
。

各
々
得
る
も
の
が
大
き
い
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
資

料
を
読
ん
で
臨
み
、
読
ん
で
わ
か
る
こ

と
は
説
明
せ
ず
会
議
開
始
か
ら
す
ぐ
に

協
議
に
入
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
協
議

時
間
が
不
足
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
議
後
は
や
る
べ
き
こ
と
を
２
日
以
内

に
全
職
員
へ
周
知
し
、
係
長
は
そ
れ
を

基
に
係
員
に
補
足
説
明
や
指
示
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
も
、
目
標
達
成
に
向
け
て
や

る
べ
き
事
を
見
え
る
化
し
て
い
ま
す
。

※　

各
拠
点
で
実
施
す
る
審
査
実
績
等
の
向

上
や
円
滑
な
業
務
運
営
を
目
的
と
し
た
会

議
。
兵
庫
事
務
局
の
協
議
内
容
は
①
審
査

実
績
②
業
務
処
理
③
組
織
風
土
④
そ
の
他

に
区
分
し
各
自
が
事
前
に
議
題
を
登
録

―
―
審
査
委
員
会
と
の
関
係
性

　

審
査
委
員
長
を
は
じ
め
審
査
調
整
役

の
先
生
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
大
き

い
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
数
値
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
か
な
ど
、
審
査
調
整
役
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
審
査
委
員
会
の
運
営
に

反
映
し
て
い
ま
す
。

―
―
外
部
関
係
者
に
対
し
て
重
要
視
し

て
い
る
点

　

集
約
を
理
由
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

え
で
、「
美
し
い
仕
事
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
日
常
の
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

―
―
事
務
局
全
体
で
の
情
報
共
有

　

集
約
前
ま
で
各
課
で
実
施
し
て
い
た

朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
、T

eam
s

の
チ
ャ

ッ
ト
機
能
を
活
用
し
た
「M

orning 
inform

ation

」
に
変
更
し
、
全
職
員
が

出
勤
時
に
確
認
す
る
こ
と
で
情
報
共
有

し
て
い
ま
す
。
時
差
出
勤
者
や
休
日
出

勤
者
も
同
じ
情
報
を
取
得
で
き
る
、
休

暇
後
も
遡
っ
て
確
認
で
き
る
等
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
出
勤
後
、M

orning 
inform

ation

を
読
ん
だ
ら
「
い
い
ね

　

 

」
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と

で
、
管
理
者
は
発
信
情
報
の
周
知
状
況

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
的
確
な
引
継
や

相
談
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
兵
庫
事
務
局
で
の
目
標
達
成
会
議
※

の
実
施
状
況

　

兵
庫
事
務
局
は
、
係
長
以
上
で
構
成

し
「
結
果
の
出
せ
る
会
議
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

会
議
は
１
時
間
限
定
の
ル
ー
ル
で
、

時
間
を
延
長
し
な
い
こ
と
で
次
の
予
定

を
入
れ
や
す
く
し
て
い
ま
す
。
本
部
提

供
資
料
等
で
き
る
だ
け
既
存
の
も
の
を

使
用
し
、
資
料
作
り
に
も
時
間
を
か
け

Action!　兵庫審査委員会事務局

目標達成会議の様子
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おたずねに
答えて

オンライン請求に関して支払基金に寄せられたご質問を紹介します。

AQ

Q1 オンライン請求を開始するにはどのような手続きが必要でしょうか。

A1
　オンライン請求を開始するには届出の提出が必要となります。
　インターネットから「医療機関等向けポータルサイト」へ接続してオンラ
イン請求システムの利用申請や電子証明書の発行申請を行うことができます。

 ・　オンライン請求利用申請
https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/application/post-10.html

 ・　電子証明書発行申請
https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/application/post-3.html

※電子申請を初めてご利用される場合は、医療機関等向けポータルサイトの
　アカウント登録が必要です。

Q3 再審査請求（「再審査」又は「取下げ依頼」）を送信しましたが、取り
消すことはできますか。

A3 　送信日当日は利用者ご自身で取り消すことができます。（詳細は、オンライン
請求システム操作手順書【運用編】の297頁をご参照ください。）
　なお、送信日翌日以降はご自身で取り消すことができないため、所在地の審査
委員会事務局へご連絡願います。

医療機関等
からの質問

Q2 レセプト送信後に「請求確定」したレセプトデータを取り消すことはできま
すか。

A2
　請求確定を行ったレセプトデータは利用者ご自身で取り消すことはできませ
ん。審査事務担当者へご連絡願います。

　審査事務担当者　「医療機関等照会連絡先（問い合わせ先）検索」

18月刊基金 January 2024



Q5 システムへのログイン時のパスワードを失念してしまいました。ログインが
できませんがどうしたらよいでしょうか。

A5
　お手元に「オンライン請求ユーザ設定情報」があれば利用者ご自身でパスワー
ドの初期化が可能です。（詳細は、オンライン請求システム操作手順書【運用編】
（保険者：39頁、医療機関等：112頁）をご参照ください。）
　なお、ユーザ設定情報がない場合は、パスワードの再発行が必要となりますの
で、所在地の審査委員会事務局までご連絡願います。

Q4 電子証明書の更新処理を実施するよう案内が表示されました。どうしたら
よいでしょうか。

A4
　更新処理のご案内については、電子証明書の有効期限が90日未満になると表
示されます。
　有効期限までにオンライン請求システムに掲載されている電子証明書更新手順
書（図の①）をご確認いただき、電子証明書の更新を実施願います。
　なお、更新処理を失念してしまいますと、改めて電子証明書の発行申請を行わ
なければならず、申請後、「電子証明書発行通知書」がお手元に届くまでの間（５
日程度）、オンライン請求システムのご利用ができなくなります。

保険者・
医療機関等
からの質問

図

①

Q３、Q５に関する問い合わせ先
　審査委員会事務局の所在地　「都道府県情報」

保険者用 医療機関等用

オンライン請求システム操作手順操作手順書
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保険者からの再審査請求において
「原審どおり」となる事例の解説

Ｄ005の１ 赤血球沈降速度（ＥＳＲ）とＤ015の１ Ｃ反応
性蛋白（ＣＲＰ）の併施について

【告示　令和４年３月４日付け厚生労働省告示第54号】（抜粋）

＜別表第一　医科診療報酬点数表・第２章・第３部・第１節・第１款 検体検査実施料＞
（血液学的検査）
　Ｄ005　血液形態・機能検査
１　赤血球沈降速度（ＥＳＲ）　　9点

（免疫学的検査）
　Ｄ015　血漿蛋白免疫学的検査
１　Ｃ反応性蛋白（ＣＲＰ）　　 16点

事 例

　本事例は、保険者からの再審査請求において「赤血球沈降速度（ＥＳＲ）とＣ反応性蛋白（Ｃ
ＲＰ）の併施はいかがか」との申出が行われた事例です。
　赤血球沈降速度（ＥＳＲ）とＣ反応性蛋白（ＣＲＰ）の検査データは、炎症初期に両者のデー
タの乖離（かいり）を認める場合があること等により、両者の併施は有用であることを踏まえ、
審査情報提供事例（医科）において認められるとしていることから、本事例は原則として原審ど
おりとなりますので、再審査請求の申出を行う場合はご留意ください。

【審査情報提供事例（医科）】（抜粋）
（公表日：平成17年４月25日）

○赤血球沈降速度（ＥＳＲ）とＣ反応性蛋白（ＣＲＰ）（併施）

○取扱い
　原則として、同一検体での赤血球沈降速度（ＥＳＲ）とＣ反応性蛋白（ＣＲＰ）の併施算定は
認められる。

○取扱いを定めた理由
　ＥＳＲとＣＲＰ検査データは、通常、並行的に変化するものであるが、両者のデータの乖離（か
いり）は炎症初期及び回復期等に認められる場合がある。また、血管内凝固症候群など両者の乖
離（かいり）が診断のきっかけとなることもあるなど、両者の併施は有用である。
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全身性エリテマトーデス（主）

保険者からの再審査申出内容

　赤血球沈降速度（ＥＳＲ）とＣ反応性蛋白（ＣＲＰ）の併施はいかがか。

原審どおりとなる理由

　赤血球沈降速度（ＥＳＲ）とＣ反応性蛋白（ＣＲＰ）の検査データは、通常、並行的に変化す
るものであるが、炎症初期に両者のデータの乖離（かいり）が認められる場合があり、両者の併
施は有用であることから、原審どおりとなります。
　なお、このことについては、支払基金における「審査情報提供事例（医科）」(公表日：平成17
年４月25日）において、原則として、認められる旨示しております。

月刊基金 January 202421



　診療報酬等の納入期日及び診療（調剤）報酬請求書等の受付等、皆さまにお知らせしたい情報は、「支
払基金からのご案内」に掲載しています。
　「支払基金からのご案内」は、請求関係帳票や返戻レセプト等の送付時に同封していますが、支払基
金ホームページにも掲載しています。

皆さまにお知らせしたい情報を
「支払基金からのご案内」に掲載しています

トップページ→都道府県情報→○○県→支払基金からのご案内
トップページ

都道府県情報
日本地図の都道府県名を
クリックいただくと、

各都道府県の情報ページへ移動します。

○○審査委員会事務局
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

○○
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支払基金ホームページに掲載している「支払基金からのご案内」は、
毎月月初に更新しています。
郵送されるご案内よりも早くお知らせ情報をご確認いただけます。

保険者等の皆さまへのご案内には、
次の内容をお知らせしています。

・診療報酬等の納入期日
・オンラインによるレセプトデータ配信日程
・オンラインによる請求前の資格確認日程
・オンラインによる特定健診等データ取得期限日

医療機関等の皆さまへのご案内には、
次の内容をお知らせしています。

・診療（調剤）報酬請求書等の受付
・発送予定日
・当月請求レセプト取下げ期限日
・特定健診・特定保健指導データの送信（提出）締切日
・データ提供日（オンライン請求医療機関等）
・支払予定日

ご案内の裏面には、
・レセプト・再審査等請求書の提出先
・各種照会先
・よくあるご質問
・コンピュータチェックに関する公開事例の更新のお知らせ
など、皆さまのお役に立つ情報を掲載しています。

SAMPLE

SAMPLE

SAMPLESAMPLE

SAMPLE
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支払基金 地方公共団体医療機関等

レセプト

４月診療分
患者18歳

レセプト

４月診療分
患者18歳

請求

請求

請求ご連絡があった場合

ご連絡がなかった場合

返戻
支払基金の
保有情報では
18歳は対象外

請求
されない

医療費助成制度に変更など
ありませんか？

支払基金に医療費助成事業を委託中の地方公共団体の皆さまへ

対象の年齢を
拡大する

自己負担額を
変更する

廃止する
制度がある

※支払基金へ新規に委託する場合は、検討段階でご連絡をお願いします

支払基金が受託している医療費助成事業はホームページに掲載しています
トップページ → 事業内容 → 医療費助成事業関係業務 → 支払基金が受託している医療費助成事業

助成内容に変更（廃止を含む）などがある場合は

決定次第　速やかに
（遅くとも変更する月の前々月の10日までに）

  支払基金にご連絡をお願いします！

事前に連絡しなかっ
た場合、どんな影響
がありますか？

助成内容に合致しているレセプトが医療機関に返戻
される場合や、助成対象外の誤りのあるレセプトが
地方公共団体に請求される場合があります。

Q A
例えば…4月に対象年齢を15歳から18歳に拡大した場合

（例）4月に変更がある場合、2月10日までにご連絡︎ください☎

24月刊基金 January 2024



information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

オンライン資格確認システムの導入状況

11月 １日 令和５年８月診療分は対前年同月伸び率で確定件数 6.2%減少、確定金額 2.0%増加

11月28日 11月記者発表事項について

11月理事会は11月27日に開催され、議題は次のとおりでした。

出典：厚生労働省HPより

議　題
　１　報告事項

　　　令和５年度（上期）内部監査結果報告

　２　定例報告

　　⑴　令和５年９月審査分の審査状況

　　⑵　令和５年10月審査分の特別審査委員会審査状況

　　⑶　令和５年10月理事会議事録の公表
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